
これからの主な

「学び」イベント このマークはイベント参加について
の有料・無料または事前申込の有無
について記しています。

有料 無料 要申込 申込不要

　ここに掲載する情報は、各研究・教育機関や施設が公開している情報
を基に掲載していますので、当社の責任で開催を保証するものではあり
ません。日時、内容に変更がある可能性がありますので、詳しくは各問
合先へご確認ください。
　有料・要申込の場合の料金や申込方法など詳細は �8�F�C 
[ �t���L
しております。ぜひご覧ください。
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※登場者（講師、演者、担当者）については敬称略※登場者（講師、演者、担当者）については敬称略
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10月20日 （土）   東北大学大学院教育情報学研究部・教育部 
創立 10 周年記念講演会・シンポジウム
講　師　西垣　通（東京大学大学院情報学環教授）

トラストシティカンファレンス仙台　5 階 room2

13:30 

▲

16:30 

T el   022-795-3117 東北大学大学院教育情報学研究部・教育部
http://www.ei.tohoku.ac.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

10月26日 （金） 宮城大学公開講座　イブニングセミナー（3）
「美味しいお肉の見分け方と遺伝子のひみつ」

講　師　須田　義人（宮城大学ファームビジネス学科准教授）
エル・パーク仙台　5 階　食のアトリエ（調理実習室） 30 名

17:30 

▲

 18:30

T el   022-245-1263 宮城大学食産業学部・地域連携センター
http://www.myu-syoku.jp/university/info/?p=999

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

12月  1日 （土）～   東方キリスト教（正教会）の魅力
─その世界観・人間観─（1）（全 3 回）
講　師　宮崎　正美（仙台白百合女子大学）

仙台市市民活動サポートセンター 6 階セミナーホール 50 名

13:00 

▲

 14:30

T el   022-374-4475 学都仙台コンソーシアム・仙台白百合女子大学
http://www.gakuto-sendai.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

12月  1日 （土）   第 47 回　小池光　短歌講座

講　師　小池　光（仙台文学館館長）
仙台文学館 80 名

13:30 

▲

 15:30

T el   022-271-3020 仙台文学館
http://www.sendai-lit.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

12月  1日 （土）   大震災を越えて II
―北上川流域の歴史災害と復興―
講　師　七海　雅人（東北学院大学文学部教授）他

東北学院大学土樋キャンパス　8 号館 4 階 842 教室

13:30 

▲

 16:30

T el   022-264-6370 東北学院大学　アジア流域文化研究所
http://www.tscc.tohoku-gakuin.ac.jp/~hicarb/

場　所

主催者

URL

問合先

12月  1日 （土）   ～戦時体制とキリスト教主義学校（1）
（全 3 回）
講　師　大迫　章史（仙台白百合女子大学）

仙台市市民活動サポートセンター　6 階セミナーホール 50 名

15:00 

▲

 16:30

T el   022-374-4475 学都仙台コンソーシアム・仙台白百合女子大学
http://www.gakuto-sendai.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

12月  8日 （土）   関西起業塾 
第 3 回「食の商いを通じて学んだこと」
講　師　小嶋　淳司（がんこフードサービス株式会社代表取締役会長）

東北大学片平キャンパス　エクステンション教育研究棟 6 階 講義室 A 90 名

10:30 

▲

 16:30

T el   022-217-6265 東北大学経済学研究科地域イノベーション研究センター・（公社）関西経済連合会
http://www.econ.tohoku.ac.jp/rirc/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

12月  8日 （土）   エルサレム・カイロ・イスタンブル―「オス
マン帝国」と「ヨーロッパ」が出会った町―
講　師　櫻井　康人（東北学院大学文学部教授）他

東北学院大学土樋キャンパス 8 号館 5 階 押川記念ホール

13:30 

▲

 17:00

T el   022-264-6379 東北学院大学　ヨーロッパ文化総合研究所
http://www.tohoku-gakuin.ac.jp/

場　所

主催者 問合先

12月14日 （金）   悲嘆講座（5）「支援者の共感性疲労への
対処～長期の支援に役立つスキル～」
講　師　瀬藤　乃理子（甲南女子大学准教授）

仙台市シルバーセンター　第 1 研修室

19:00 

▲

 21:00

T el   070-5548-2186 仙台グリーフケア研究会・JDGS プロジェクト
http://blog.canpan.info/grief/

場　所

主催者

URL

問合先

12月18日 （火）   東北大学サイエンスカフェ　
第 87 回：南極で夢見る果ての宇宙
講　師　市川　隆（東北大学大学院理学研究科教授）

せんだいメディアテーク　1 階オープンスクエア

18:00 

▲

 19:45

T el   022-217-4977 東北大学
http://cafe.tohoku.ac.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

毎週土曜日    トワイライトサロン 「MA ☆（マスター）
土佐誠の宇宙が身近になる話 」
講　師　土佐　誠（仙台市天文台長）

仙台市天文台　オープンスペース　他

17:00 

▲

 17:45

T el   022-391-1300 仙台市天文台
http://www.sendai-astro.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

10月6日 （土） ～12月  2日 （日） 秋季特別展
「みちのく鬼めぐり」

東北歴史博物館　特別展示室

9:30 

▲

 17:00

T el   022-368-0106 東北歴史博物館
http://www.thm.pref.miyagi.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

10月12日 （金） ～12月16日 （日） ミニ企画展「川沿いのムラ
の環境と暮らし」

仙台市縄文の森広場

9:00 

▲

 16:45

T el   022-307-5665 仙台市縄文の森広場
http://www.city.sendai.jp/kyouiku/jyoumon/

場　所

主催者

URL

問合先

10月12日 （金） 市民公開講座
「そのキャンペーン、効果がありますか？」

講　師　菊池　輝（東北工業大学都市マネジメント学科准教授）
東北工業大学一番町ロビー

18:30 

▲

 20:00

T el   022-723-0538 東北工業大学
http://www.tohtech.ac.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

10月17日 （水）   薬と健康のつどい 2012
公開講演、相談コーナーなど

せんだいメディアテーク　1 階オープンスクエア

11:30 

▲

 16:30

T el   022-391-1180 宮城県・（社）宮城県薬剤師会
23 日まで関連行事多数

場　所

主催者

備　考

問合先

10月20日 （土）   信仰関係文化財と地域に関わる講演会
「高僧の墨蹟―雲居と白隠―」
講　師　芳澤　勝弘（花園大学国際禅学研究所教授）

東北歴史博物館　3 階講堂

13:30 

▲

 15:00

T el   022-368-0106 東北歴史博物館
http://www.thm.pref.miyagi.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

10月26日 （金） ～10月27日 （土） 日本女性会議 2012 仙台「きめ
る、うごく、東北（ここ）から」

仙台国際センター

(26)13:30 

▲

 17:00 (27)9:30

▲

16:40

T el   022-212-1627 日本女性会議 2012 仙台実行委員会　他
http://joseikaigi2012sendai.jp/

場　所

主催者 問合先

URL

URL

12月14日 （金）   東北大学リベラルアーツサロン　
第 19 回：教育の世紀 ～日英教育の百年～
講　師　宮腰　英一（東北大学大学院教育学研究科教授）

東北大学附属図書館（川内）

18:00 

▲

 19:45

T el   022-217-4977 東北大学
http://cafe.tohoku.ac.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

12月23日 （日） ～日本の古典に親しむコース「中沢けいと読
む『源氏物語』（全 3 回）
講　師　中沢　けい（作家）

仙台文学館　講習室 80 名

13:30 

▲

 15:00

T el   022-271-3020 仙台文学館
http://www.sendai-lit.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

定　員
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おじゃまします
学びの庭に

「まなびのめ」は、震災の記憶を風化させず、「学術の世界」がどのように大震災に迫っていくのかを、市民と
ともに見つめていくために、年 4 回のうちの 1 回を“シリーズ「東日本大震災」”にあて、取材をしていきます。
シリーズ第 1 回目は－心に寄り添う－。精神看護学の先生お二人に、それぞれの取り組みから見える「心のケア・
サポート」にまつわるお話を聴いてきました。まずはじめに、宮城大学・伊藤ひろ子先生のお話から。

被災者を支援している方々の心の健康のために
はがき、FAX、E-mailのいずれかで、①住所、②氏名、③年齢、④職業、⑤電話番号、⑥クイズの答え2つ、
⑦「まなびのめ」の入手場所、⑧内容についての感想を明記して編集部までご応募ください。
※当選の発表は発送をもって代えさせていただきます。
※応募いただいたお客様の個人情報は弊社主催のイベント案内、
連絡及び発送に限り利用させていただきます。

応募
方法

【応募締切】2012年11月30日　当日消印有効

懸賞懸賞
クイズ

Q.1　看護者と患者さんは、共に○○していく関係。○○とは？

正解者の中から抽選で3名様に
図書カード1000円分をプレゼント

図書カードを
当てよう！

※応募にはQ1とQ2両方の答えが必要です。佐藤利憲生先生の記事もご覧ください。※応募にはQ1とQ2両方の答えが必要です。佐藤利憲生先生の記事もご覧ください。

避難所訪問で感じたたじろぎから
　大学で精神看護学を教えています。東日本大震災の日は大学
の研究室にいて、同僚の車に乗せてもらって帰宅する途中、車
内のテレビで津波の被害を知りました。その後の 3 月中のテ
レビは繰り返し津波が街を破壊する様子を放映していました
が、そのたびにチャンネルを替えたことを覚えています。直視
するのが辛かったのだと思います。
　大学の被災地支援ボランティアに加わることはできませんで
したが、4 月に 2 回、避難所を巡回する精神科医、精神保健
福祉士、看護師らによる“こころのケアチーム”の一員として、
県内の津波の被災地を訪れました。現地に立って、映像だけで
は感じられない壮絶さに言葉を失いました。避難所になってい
る高校の体育館でも、被災者が衝立もない広い場所で寝起きを
ともにしている様子に、「自分に何が出来るのだろうか」とた
じろいだのを覚えています。
　その避難所の一角の“子どものコーナー”で 4 ～ 5 歳位の
子たちと遊んだり、そこを通るご高齢の方々に「看護師の伊藤
です」と自己紹介したりしているうちに場に馴染んできたよう
に思いました。血圧を測るのを手伝わせてくださった高齢者か
ら「眠れないのでお医者さんから薬をもらった。眠れたけど、
起きた時にふらふらしたので飲む量を半分にしたいがどうか」
と相談され、半分にしても大丈夫と伝えるとホッとしたようで
した。こうした経験から、自分が自然に対応できる方法で、被
災者の方々とお付き合いするしかないと思いました。
　ささやかでも顔の見える相談活動に携わりたいと願っていた
ところ、同僚の教員の紹介で、沿岸地域の被災地にある特別養
護老人ホームの、スタッフのこころの相談に携わることになり
ました。昨年 6 月から、月 2 回のペースで今も通い続けてい
ます。この施設は高台にあり津波の影響はなかったのですが、
スタッフは家が流されたり、家族が亡くなったりの被災を受け
つつ、何日も帰宅せずに仕事を続けたと聞いています。
　病氣は、身体の場合も認めがたいことですが、「こころのケア」
や「精神保健相談」に対しては、“自分には関係ない”という
氣持ちが強いように感じます。多分、それは精神疾患に対する
誤解や偏見が影響しているのかも知れません。守秘義務を徹底
すると伝えて始めた“こころの相談”ですが、開店休業の日も
ありました。多分、相談しにくい面が影響しているのでしょう。
　相談に来た方は多くありませんが、娘さんを津波で亡くされ

た 40 代の女性スタッフのことは印象に残っています。その方
が「地震直後に娘から電話が入った。そのときすぐに逃げるよ
うに言っていたら助かったかも」と、涙ながらにお話するのを
私は聞くしかできませんでした。そして、亡くなった娘さんが
笑顔で夢に出てきたと聞き、「娘さんがご家族を応援している
んですね」というとそうだと思いますと、頷いたのでした。2
週間後に顔を合わせた時の表情から辛さが軽くなっているよう
に思えホッとしました。「表現してもいいかな」と思った時に
表現し、自分の体験を共有できる人に出会うことで、マイナス
の体験をプラスにする力が私たちにあることを実感しました。

進んでほしい精神疾患や精神障害への理解
　私は臨床現場で精神科の看護師として長いこと看護をしてき
ましたから、病んでいる当事者に活用される看護について考え
ているように思います。昨年の 12 月、佐賀県で開かれた「日
本精神衛生学会第 27 回大会」における、「東日本大震災にお
ける現状と精神衛生」と題されたシンポジウムで、先に紹介し
た“こころの相談”のことを報告させていただきました。
　そして、被災したスタッフの話を聞き、「今の生活を維持する」

「今まで頑張って努力してきた自分を認める」「寝る前にはその
日 1 日の自分を褒める」などを提案していた自分に氣づくこ
とができました。これらは苦境にある場合のもちこたえ方のひ
とつで、私が青年期危機にある方や特に統合失調症と診断され
ている精神障害者の“価値づくり”や“生活づくり”に携わっ
てくる中で教えてもらったことと言えます。
　私は、40 年以上前の看護学校時代の精神科看護の実習で、
患者さんと自分の違いは何だろうと氣になったことを覚えてい
ます。そして、卒業後は精神科で働こうと思ったのです。看護
学校の教員や先輩とのつながりで、小児精神科病院（東京都
梅ヶ丘病院）に勤務しました。しかし、子どものことをしっか
り勉強していないため、通信制の大学に入学し学ぶことにしま
した。その一方で、一緒に働いていた看護スタッフの協力もあ
り、東京都精神医学総合研究所の医療看護研究室の非常勤研究
員として臨床に携わりながら、看護実践から学ぶ学び方を身に
つける機会を得ました。それから何年か後に、研究所が職場と
なり、精神科病院で働く仲間たちとの勉強会（看護事例検討）
を継続的に行なったり、精神科領域で看護する看護師が自分の
臨床経験から学ぶ実践的な「現任教育」に携わったりしてきま
した。こうした研修会での講師経験やさまざまな健康状態にあ

る精神障害者との関わりに基づいた研究を重ねてきました。そ
の後、縁があって臨床看護を大切にする看護教育をめざす宮城
大学で、1997 年の開学時から働いています。
　精神看護学は看護の基礎教育の中で一つの科目になって 15
年という後続の学問です。看護は人が人にかかわる仕事で、患
者さんが体験している病氣という“マイナスの体験”を“プラ
スの体験”にできるような対応が求められていると言えます。
患者さんが、その病氣でどんな困り方をしているのかを把握し
て、治療がどのように経過するのかを分かりやすく示す必要が
あります。こうした、臨床看護を言語化して精神看護学を確立
することも、今の看護大学の教員の役割だと私は考えています。
　精神科領域の制度についても、’87 年に患者の人権擁護と社
会復帰を柱にした「精神保健法」へ、’95 年に患者さんが 1 人
の生活者として地域での生活を促す方向性を示した「精神保健
及び精神障害者福祉に関する法律」へと改善されました。さら
に、ご存知の方も多いと思いますが、2002 年に「精神分裂病」
という診断名が、誤解と偏見、差別につながっているとして「統
合失調症」に改められました。
　精神保健法以前の我が国では、精神障害者が利用できる施設
は精神病院だけと言える状態でしたから、多くの人たちが精神
疾患や精神障害を正しく理解することが難しかったと言えま
す。そのことが精神的な悩みや辛さを表現しにくくしているよ
うに思えてなりません。東日本大震災では、本当に多くの方が
深く悲しみ、表現しようもない喪失感や絶望感、空虚感、無力
感に苦悩しました。それは今も続いています。そして、誰にも
相談できずに悩みを深め苦しんでいる方も少なくはないはずで
す。そうした人たちは、体験を語ることで今体験している苦悩
を人間として成長する力に、すなわち生きる力にできると私は
信じています。

共に成長できるケア
　震災から１年半が経過し、精神看護に携わる私たちも、改め
て「こころのケア」「心の健康」について考えさせられています。
私が今、特に氣にかけているのは、スタッフとして、ボランティ
ア（有償も含む）として被災者を支援する方々の心の健康につ
いてです。
　仮設住宅で生活している被災者を訪問する支援者を対象にし
た研修会で、支援者に求められることについてお話した折に、
当然ながら支援者も被災者であることが少なくないことを実感

しました。その体験を活かした「私も被災しましたが、私より
ずっと大変な思いをなさっていることと思います」等の語りか
けにより相手の辛さを分かり合えるのでは、と話しました。ま
た、訪問しても応答がなく困っているという支援者に、「ドア
を開けていただけない場合、名刺の裏に“○月○日に参りまし
た、次は○月○日に来る予定です”、と書いて新聞受け等に入
れる訪問を続けては」と、伝え続けることを強調しました。
　さらに昨年の 11 月からは、当大学の精神看護学領域の主催
で、「ボランティアのこころの健康」をテーマにしゃべり場を
何回か実施しています。震災関係のボランティア活動を行った
学生や一般の市民が対象で、こころの健康について私が話をさ
せていただいた後に、参加者が自分の活動や困っていることを
話し合います。参加者は少ないのですが、意義はありますので、
続けていくつもりでおり、来る 11 月にも計画しています。
　看護する側と患者さんとの関係は決して一方的ではなく、共
に成長していく関係だと言えます。これは支援する側と被災者、
親と子などの関係にも言えると理解できます。今の私は、宮城
大学で学生たちに教員に育ててもらったのだと実感していま
す。ケアは、一方的に看護師がしてあげるものではなく、相互
に影響し合う関係の中にあるので。このことは、医療や看護に
携わる専門家だけでなく、市民の皆さんにも、ぜひ知っていた
だきたいと思っています。

（取材＝ 2012 年 8 月 27 日／宮城大学本部棟 3 階 伊藤研究室にて）

宮城大学　看護学部　教授
専攻＝精神看護学

伊藤　ひろ子 先生
《プロフィール》（いとう・ひろこ）1948 年山形県生まれ。大蔵省印刷局東京病院付属
高等看護学院卒業。看護師として東京都立梅ヶ丘病院等に勤務。1981 年より東京都精
神医学総合研究所の技術部研究員として勤める。1997 年より現職。東洋大学社会学研
究科博士前期課程修了。修士（社会福祉学）。
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悲嘆は心の健康を回復するための自然な感情
　東日本大震災では一度にたくさんの方が亡くなり、また行方
不明になりました。家族を失って強いショックを受けたり、被
災者が身を寄せ合って暮らす避難所で周囲に遠慮するなどし
て、十分に悲しみと向き合ったり表現したりできなかった方も
たくさんいらしたことでしょう。
　身近な人が亡くなった時に悲しみ嘆くのは、人間として自然
な感情です。しかしそうした感情を、環境や社会的な立場など
の事情から十分表に出すことができず、苦しみを深めてしまう
人は少なくありません。中でも子どもは、「いつまでも泣くな」

「みんな悲しいけど我慢しているんだ」といった言葉に強く反
応し、自分の氣持ちを抑え込んでしまうことがあります。葬儀
や最後のお別れの時のことが記憶からすっかり消えてしまうこ
とや、自分を強く責める、攻撃的になるなどの行動が目立つよ
うになることもあるのです。
　これは、人だけでなく愛着のあるペットや物を失ったときや、
離婚や転職・転校の際にも起こり得ます。医療・看護の立場で
は、このグリーフ、日本語では「悲嘆」となりますが、これは
マイナスの感情だけではありません。むしろ心の健康を回復す
るために必要な、大切なプロセスと考えます。泣いたり大声を
出したりすることを自分に禁じている人に、そうした感情や行

為を肯定することには大きな意味があるのです。この支援を「グ
リーフサポート」や「グリーフケア」と呼んでいます。
　グリーフサポートは、当事者が自ら回復するプロセスに寄り
添い、見守ることです。治療行為ではありませんし、癒すこと
を目的としているわけでもありません。しかし米国では医療保
険の適用対象になっている一方、日本ではまだ十分には知られ
ていないのが実情です。
　私たちは 2000 年から、医療従事者を中心に「仙台グリー
フケア研究会」というグループを作ってこの活動に取り組んで
います。震災にあたっては、3 月 19 日から電話とメールで心
の相談を開始しました。私はメールへの返信を担当しましたが、
深刻な訴えにどう返事を書くべきか悩み、１通のメールに半日
を費やしてしまうこともありました。
　会では今、私どもの大学を会場に、震災遺児に限らず大切な
人を亡くした中学生以下の子どもたちを対象としたグリーフサ
ポートを行っています。「ワンデイプログラム」といって、現
在は月１回の開催です。毎回 30 人前後もの子どもたちと保護
者が参加しますが、すべての子に、サポート役であるボランティ
アスタッフが一人ずつつきます。一見、ただ一緒に遊んだりお
しゃべりしたりしているようにしか見えないかもしれません。
しかしそうして信頼関係を築くうちに、子どもたちはよそでは
話せなかった自分の氣持ちを話してくれたり、感情を表現して
くれたりするようになるのです。

子どもの支援に欠かせない家族の支援
　もちろん、心のケアを必要としている子どもたちは震災以前
からたくさんいました。私たちは亡くなられた方や遺族に配慮
して、自殺ではなく「自死」という言葉を使うようにしていま
すが、たとえば親が自死した場合、子どもたちはその第一発見
者になってしまうことも多いのです。
　子どもに限らず、自死遺族のケアを行う仕組みは、今はまだ
十分とは言えません。それでも 2006 年の「自殺対策基本法」
成立後は少しずつ理解が進み、遺族が集まって体験や氣持ちを
話し合う集まりが、各地で開かれるようになりました。この活
動は「わかちあいの会」と呼ばれることが多く、私たちの研究
会では 2006 年から始めています。2009 年からは、自死遺族
に限らず大切な人を亡くされた方々にお集まりいただくように
なり、震災を経た今は、岩沼、石巻、気仙沼でも開催しています。
　家族の自死という現実を受けとめたり、自分を責め過ぎない

ようにしたりすることは、大人にとっても簡単なことではあり
ません。子どもの場合は特に困難で、子どもに特化したグリー
フサポートが必要ですが、適切なプログラムもなく、継続的な
フォローもほとんどなされてこなかったのです。このため私た
ちの研究会では、先ほどお話した子どもたちが対象のワンデイ
プログラムを、2010 年の 12 月から始めていました。
　東日本大震災で中断しましたが、昨年 5 月に再開すると、7
月からは震災で大切な人を亡くした子どもたちも参加してくれ
るようになりました。今は震災遺児とそれ以外の原因で大切な
人を亡くした子どもたちが、それぞれ 10 人前後参加してくれ
ています。
　子どもたちとは別室で保護者のためのプログラムも行ってい
て、こちらにも 10 人前後の参加者があります。「子どもに連
れられてきましたが、参加して良かったです」とおっしゃる方
もあり、子どもたちの支援には、その最大の支援者である家族
を支援する仕組みが欠かせないと実感しています。
　こうしたグリーフサポートにあたるボランティアスタッフ
を、私たちは「ファシリテーター」と呼んでいます。ファシリテー
ターを務めるには知識を持ち、トレーニングを受ける必要があ
り、震災以前のワンデイプログラムのスタート時には、その 8
割を学生たちが占めていました。しかし震災後に面接したとこ
ろ、自分の氣持ちが安定しないため、「再開してもファシリテー
ターはできない」と言う学生も少なくありませんでした。
　震災当日、私は福島県本宮市の実家に、妻子と一緒に帰省し
ていました。交通が遮断されて戻れなくなり、原子力発電所の
事故のため、子どもを外に出していいものか悩みながら 1 週
間ほどを過ごしました。仙台に戻ると学生の安否確認に追われ
ましたが、全員の無事が確認でき、ご家族にも死者はありませ
んでした。しかし幼なじみや知人を失うなどしてショックを受
けている学生も多く、ファシリテーターはできないという者が
いても無理はないと思いました。

広まってほしいグリーフサポートの知識
　私は看護師としてのキャリアを精神科でスタートさせ、主に
子どもと若者を対象とする現場に、10 年間勤務しました。発
達障害をもつ子どもたちに出会ったことから大学院で専門的に
勉強するようになり、心理学の「応用行動分析」が、そうした
子どもたちの状態の改善に有効であることを学びます。
　応用行動分析とは「人の内面的な部分ではなく、外部の環境
要因を変化させることで、行動を変容させる」というもので、
ごく簡単に言うと「行動に着目して、良いところをたくさん見
つけてほめる！」ということです（笑）。これを自宅でも保護
者に実践していただくことで、いろいろな問題が解決できるこ
とが分かったことから、親御さんにも勉強していただいて効果
を上げました。
　一方、病院は患者さんが治ることを目的にしており、死を話
題にしたり考えたりはしにくい場所です。私もグリーフサポー
トに本格的に関わるようになったのは、この大学に来てからで
す。しかし今回の震災を経て、今はグリーフサポートの意義を
確信するとともに、広める必要性を強く感じています。
　保護者を支援し、親御さん自身に学んでいただく有効性につ
いては、発達障害支援でもグリーフサポートでも変わりませ
ん。しかしこの震災では、たとえば被災地で学習支援ボラン
ティアにあたっている方々も、子どもたちの悲しみにどう向き
合えばよいのかという問題に直面しています。学校の教員、医
療や福祉の関係者など、グリーフサポートについて学んでいた
だきたい方はたくさんいますから、今は機会をいただければ可
能な限り出かけて行って、お話をさせていただくようにしてい
ます。また現在は、ファシリテーターの養成にも力を入れてい
ます。グリーフサポートを学びたいという市民の関心は高く、
私たちの研究会のファシリテーター登録者は 300 人を超えま
した。
　人が近しい人を失って悲嘆に暮れるということは、昔からあ
りました。かつては血縁や地縁のコミュニティがそうした人を
支えていましたが、現代はそれが難しくなってしまっています。
グリーフサポートの知識と意義が多くの人に共有され、コミュ
ニティと医療の間を結ぶようになることで、コミュニティが再
びそうした機能を回復するよう願っています。

（取材＝ 2012 年 8 月 20 日／

仙台青葉学院短期大学 研究棟 4 階 佐藤研究室にて）

仙台青葉学院短期大学　看護学科　講師
専攻＝精神看護学

佐藤　利憲 先生
《プロフィール》（さとう・よしのり）1975 年福島県生まれ。専門学校を卒業後、
1998 年より順天堂大学医学部附属順天堂越谷病院に看護師として勤務。2010 年、山
形大学大学院医学系研究科（看護学専攻）修了。修士（看護学）。同年より仙台青葉学
院短期大学看護学科にて助教。2012年より現職。「仙台グリーフケア研究会」理事。 ワンデイプログラムの様子



これからの主な

「学び」イベント このマークはイベント参加について
の有料・無料または事前申込の有無
について記しています。

有料 無料 要申込 申込不要

10
OCT

※登場者（講師、演者、担当者）については敬称略

11
NOV

12
DEC

※登場者（講師、演者、担当者）については敬称略

Web版はより多くの情報を
随時更新しています。

http://www.manabinome.com
まなびのめ│ 検索

10月27日（土）近代東北開発と「大仙台」構想（学都仙台コン
ソーシアム・サテライトキャンパス公開講座）
講　師　仁昌寺　正一（東北学院大学）

仙台市市民活動サポートセンター　6 階セミナーホール 80 名

17:00

▲

18:30

Tel 022-264-6340学都仙台コンソーシアム・東北学院大学
http://www.gakuto-sendai.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

11月10日（土）日本文化人類学会公開シンポジウム「食と儀礼をめぐ
る地球の旅：先住民文化からみたシベリアとアメリカ」
講　師　シベリア・北米・南米先住民文化を研究する 5 名の専門家

東北大学片平キャンパス　さくらホール フィールドワーク写真展を同時開催

13:00

▲

17:00

Tel 022-795-6009日本文化人類学会・東北大学東北アジア研究センター
http://www.jasca.org/public_lecture/

場　所

主催者

URL

問合先

11月15日（木）国宝・大崎八幡宮『仙台・江戸学』第 6 期「幕
末仙台藩の群像―但木土佐とその周辺―」
講　師　栗原　伸一郎（仙台市市史編纂室）

大崎八幡宮　祭儀棟 100 名

13:30

▲

15:00

Tel 022-234-3606『国宝大崎八幡宮　仙台・江戸学』　実行委員会
http://www.okos.co.jp/oosaki/edogaku/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

11月16日（金）宮城大学公開講座　イブニングセミナー（4）
「野菜栽培の意外な注意点」

講　師　斉藤　秀幸（宮城大学ファームビジネス学科助教）
エル・パーク仙台　5 階　食のアトリエ（調理実習室） 30 名

17:30

▲

18:30

Tel 022-245-1263宮城大学食産業学部・地域連携センター
http://www.myu-syoku.jp/university/info/?p=999

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

11月17日（土）市民公開講座
「韓国の包み布―褓子器（ポジャギ）」

講　師　盧　慶美（東北工業大学クリエイティブデザイン学科准教授）
東北工業大学一番町ロビー

13:30

▲

15:00

Tel 022-723-0538東北工業大学
http://www.tohtech.ac.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

11月20日（火）「坐禅を科学する」（第 41 回教化フォー
ラム）
講　師　有田　秀穂（東邦大学医学部生理学教授・セロトニン道場代表）

メルパルク仙台 80 名

13:30

▲

15:30

Tel 022-218-1381曹洞宗東北管区教化センター
http://soto-tohoku.net/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

11月20日（火）市民公開講座「放射能と付き合っていく
ために　身につけていただきたいこと」
講　師　小野寺　敏幸（東北工業大学知能エレクトロニクス学科助手）

東北工業大学一番町ロビー

18:30

▲

20:00

Tel 022-723-0538東北工業大学
http://www.tohtech.ac.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

11月22日（木）宮城大学公開講座　イブニングセミナー（5）「エゴ
マ植物のさまざまな食用利用と品種改良について」
講　師　小黒　仁司（宮城大学ファームビジネス学科教授）

エル・パーク仙台　5 階　食のアトリエ（調理実習室） 30 名

17:30

▲

18:30

Tel 022-245-1263宮城大学食産業学部・地域連携センター
http://www.myu-syoku.jp/university/info/?p=999

場　所

主催者 問合先

定　員

11月24日（土）【産学連携】車載電装品組み込みシステム
開発技術の現状
講　師　早坂　哲（アルプス電気 ( 株 )）

仙台市市民活動サポートセンター　6 階セミナーホール 60 名

13:00

▲

14:30

Tel 022-233-3451学都仙台コンソーシアム・東北文化学園大学
http://www.gakuto-sendai.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

11月30日（金）東北大学サイエンスカフェ　第 86 回：震災はココロ
とカラダをどう変えた ? ～回復のためにできること～
講　師　富田　博秋（東北大学災害科学国際研究所教授）

せんだいメディアテーク　1 階オープンスクエア

18:00

▲

19:45

Tel 022-217-4977東北大学
http://cafe.tohoku.ac.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

12月  1日（土）まちなか美術講座第 28 回
「風の造景―新宮 晋」
講　師　大嶋　貴明（宮城県美術館学芸員）

東北工業大学一番町ロビー　4 階ホール 60 名

13:00

▲

14:30

Tel 022-221-2111宮城県美術館×東北工業大学一番町ロビー
http://www.pref.miyagi.jp/bijyutu/museum/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

10月26日（金）東北大学サイエンスカフェ　第 85 回：次世
代航空機への挑戦 ～航空機開発の最前線～
講　師　岡部　朋永（東北大学大学院工学研究科准教授）

せんだいメディアテーク　1 階オープンスクエア

18:00

▲

19:45

Tel 022-217-4977東北大学
http://cafe.tohoku.ac.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

10月26日（金）悲嘆講座（3）「家族が行方不明になった時
～子どもの家族療法の専門家の立場から～」
講　師　石井　千賀子（ルーテル学院大学 TELL カウンセリング家族療法家）

仙台市シルバーセンター　第 1 研修室

19:00

▲

21:00

Tel 070-5548-2186仙台グリーフケア研究会・JDGS プロジェクト
http://blog.canpan.info/grief/

場　所

主催者

URL

問合先

10月27日（土）「『からだの困った』に対処する」―全米アスレティックトレーナー
ズ協会公認アスレティックトレーナーによる―【1】腰痛予防
講　師　高橋　陽介（仙台大学）

仙台市市民活動サポートセンター　6 階セミナーホール 60 名

13:00

▲

16:30

Tel 0224-55-1621学都仙台コンソーシアム・仙台大学
http://www.gakuto-sendai.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

11月  8日（木）～みやぎ県民大学「東日本大震災からの復興：
現状と課題」（全 4 回）
講　師　東北大学大学院経済学研究科教員

東北大学　エクステンション教育研究棟 50 名

18:00

▲

20:00

Tel 022-217-6265宮城県教育委員会
11/8（木）、11/15（木）、11/22（木）、11/29（木）に開催

場　所

主催者

備　考

問合先

定　員

備　考

11月10日（土）福祉事業の経営環境の変化と経営管理者
の役割（1）（全 5 回）
講　師　中熊　靖（仙台白百合女子大学）

仙台市市民活動サポートセンター　6 階セミナーホール 50 名

17:00

▲

18:30

Tel 022-374-4475学都仙台コンソーシアム・仙台白百合女子大学
http://www.gakuto-sendai.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

11月  9日（金）悲嘆講座（4）「遺族が医療機関を利用す
る時～心療内科医の経験から～」
講　師　村上　典子（神戸赤十字病院心療内科部長）

仙台市シルバーセンター　第 1 研修室

19:30

▲

21:00

Tel 070-5548-2186仙台グリーフケア研究会・JDGS プロジェクト
http://blog.canpan.info/grief/

場　所

主催者 問合先

URL

11月10日（土）しろ・まち講座「街道こぼればなし―名所・
名物・旅案内―」
講　師　坂田　美咲（仙台市博物館学芸員）

仙台市博物館ホール 200 名

13:30

▲

15:00

Tel 022-225-3074仙台市博物館
http://www.city.sendai.jp/kyouiku/museum/

場　所

主催者 問合先

定　員

URL

URL

11月24日（土）考古学講座「ここまでわかった旧石器時代」　
第1回 「石器が語る旧石器時代のヒトと交流」
講　師　堤　隆（浅間縄文ミュージアム）

地底の森ミュージアム　研修室 60 名（中学生以上）

13:30

▲

15:30

Tel 022-246-9153地底の森ミュージアム
http://www.city.sendai.jp/kyouiku/chiteinomori/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

11月30日（金）～12月  5日（水）工大「地域復興のための共同プロジェク
ト」、「幼児向け防災グッズ」の紹介展

東北工業大学一番町ロビー 最終日は 19:00 まで

10:00

▲

20:00

Tel 022-305-3801東北工業大学
http://www.tohtech.ac.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

備　考

11
NOV

「まなびのめ」第17号懸賞クイズの正解は下記のとおりです。

図書カ
ード

1,00
0円分図書カ

ード

1,00
0円分図書カ

ード

1,00
0円分

今号も「まなびのめ」クイズを実施しております。
応募いただければ正解者の中から抽選で3名様に
図書カードが当たりますので、奮ってご参加ください！！
※詳細は研究者インタビューページをご覧ください。

Q.1　各地の方言を記号に置き換え記して作成する地図を何という？
答え　方言地図

Q.2　日本語で日本語教育をする方法を何という？
答え　直接法

第17号 クイズの正解発表！！

第 17 号にもたくさんの
お便りが届いています。
ほんの一部をご紹介。

読者の声 読者の声

「参加体験記」「参加体験記」募集中！募集中！参加体験記

読者の皆様が参加された「学び」イベントの感想やレポートをお待ちしています。
◎投稿先「まなびのめ」編集部　はがき・FAX・E-mailにて受付。
　Webからも応募できます。
◎採用させていただいた方に粗品を進呈いたします。
　※なお、採用の可否は編集部に一任いただきます。

粗
品

進
呈

第19回 名著への旅

　ガストン・ルルーと言えば、『オペラ座の怪人』の著者としてご
記憶の方も多いであろう。本作は1908 年の上梓で、創元社に
よると「密室ミステリの金字塔にして、世界ベストテンの上位に
名を連ねる、名作中の名作」ということになる。
　時間的に見ると、コナン・ドイル『緋色の研究』（ホームズ初出）
が1887年、モーリス・ルブラン『怪盗紳士リュパン』（ルパン初出）
が 1907年にそれぞれ出版されている。
　フランスの古城にある離れの密室《黄色い部屋》で、世界的
科学者の娘が瀕死の重傷を負わされる。世間の耳目を集めるこ
の事件をめぐり、パリ警視庁の名探偵と、弱冠 18歳の青年新
聞記者とが真正面から推理を戦わせる。前者は経験とカンに基
づく証拠主体で、後者はあくまで理性による論理主体で。これ
だけでも十二分に読ませるが、さらに驚くべき第二、第三の不
可思議事件が発生し、事の意外性と推理の妙を堪能できるのが
本作最大の特色である。
　時代的な古さは多少感じさせるが、トリック・推理・意外性は
一世紀有余を隔ててもなお瞠目に値する名品である。  　   （曜）

『黄色い部屋の謎』
  ガストン・ルルー 著
  創元推理文庫

（1965年6月21日　初版）

「学び」イベントに行ってきました

　氣になる子どもとは、どういう子どもだろう。講座のタイトルに興
味をひかれ、参加しました。
　講師の本郷先生は発達心理学と発達臨床心理学を専門に研究されて
いて、西暦2000年頃から氣になる子どもの相談が増加してきたので、
今まで特に注意して研究してきたそうです。
　では、氣になる子どもとは？
　「じっと我慢していることができない」
　「ふとしたことで乱暴な言葉を発する」
　「ルールを守らずに自分勝手にふるまう」
　このような子どものことを指しています。要因は家庭環境や発達障
害、性格氣質など様々です。発達障害などの診断名がある場合と、診
断名がない場合があります。
　主な要因は家庭環境に関係しているのでは、と思いながら話を聞い
ていました。しかしそのように単純ではないようで、先天的な場合も
あるそうです。リベラルアーツサロンではラウンジテーブルごとに意
見交換を行う時間があります。私のテーブルには児童養護施設に勤務
している方がいて、「生活環境や家庭環境だけが原因とは言えない。ど
うしても我慢できない、みんなと普通に生活できない子どもがいる。
その事実を直視することが大切です」という話をききました。
　本郷先生が講座の最後に5つの支援案を挙げましたが、その中に「早
期からの継続的な支援」がありました。私たち大人が診断名の有無に
かかわらず氣になる子どもを正しく認識することが、支援の糸口にな
るのではと感じました。� (仙台市太白区・男性　K.K.)

< 東北大学リベラルアーツサロン第 18回>
　■ 「気になる」子どもと発達障害
講師　東北大学大学院教育学研究科教授（研究科長・学部長）　本郷　一夫　氏
2012年 9月 14日（金）18:00 ～ 19:45  会場：せんだいメディアテーク　1階オープンスクエア

参加体験記

「まなびのめ」配色法：襲色目（かさねのいろめ）
第18号・秋／「紫苑」（si-on）

第17号　 「ことばに学ぶ」

　今回お話を伺った小林先生には私が高校生の時講師として現代国語を
教えていただきました。とても懐かしく全然お変わりない様子で勝手に
親しみを感じて読ませていただきました。ぜひイベントに参加して参加
体験記を書きたいと思います。� （仙台市太白区・48歳　女性）

　澤邉先生が海外文通がきっかけで日本語教育の仕事に携わったよう
に、何がきっかけで人生に影響をするのか分からないものだなと感じま
した。また好きなことが仕事になることが、とても羨ましく感じました。

（黒川郡富谷町・22歳　女性）

　小林先生の方言のお話、興味深く拝読しました。祖父母と話す時は方
言を話していましたが、祖父母が亡くなってしまった今、方言を口にす
る機会はほとんどありません。方言が、この地域の歴史や個性、発想の
源と考えれば、その宝が消えつつあるというのは、非常に残念。方言の
価値を教えて頂いた今、私たちの宝として、方言を勉強してみたいなあ
と強く思いました。� （仙台市太白区・38歳　女性）

　「ことばに学ぶ」を読み、方言の良さや価値、また、日本語を教える
際の配慮、とても勉強になりました。「学ぶことで、前進」…心がけた
いと思います。� （石巻市・35歳　男性）

　ふるさとの日本語、本来の日本語について改めて氣づかされました。
国語としての日本語ではなく、地理や世界を相手にしている日本語とし
て考えさせられました。� （仙台市青葉区・34歳　女性）

　自分が興味を持っている手話学習や手話教授法に関連して、澤邉先生
の記事を興味深く読ませていただきました。聞こえる人の文化と聞こえ
ない人の文化の交流という意味で、手話を学んだり、手話を広めたりす
るための研究をしています。新しい文化や価値観に触れることが若い人
にとって良いことと信じて…。� （仙台市青葉区・32歳　男性）

　「とうほく方言の泉」が、しばらく前から河北新報に連載されており、
興味深く読んでおりますが、この「まなびのめ」を読むことにより、さ
らに奥深く日本語の歴史が見えてくるなど、とても良い勉強になり感謝
するばかりです。ありがとう。� （仙台市宮城野区・85歳　男性）

　仙台は一般人向け市民講座の多い地域です。ジャニーズや韓流スター
の追っかけの若い人、韓流ドラマに嵌る中高年と同じく、素人の直感で
学者さんのファンになる追っかけの楽しみがあってもいいと思う。

（仙台市泉区・64歳　女性）

　印字が黒でなく、緑にヤワラカさを感じる。イベント情報が読むだけ
でも楽しい感じがしたの由。� （宮城郡利府町・55歳　男性）

その他のお便りはWeb 版でご覧いただけます。


